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情報の詳細や講座の申込みはセンター内に配架のチラシまたはHPをご覧ください。

2021年1月からスタート！
どなたでも気軽に健康増進と地域交流を深めることを目的としたスイミングクラブです。

プール臨時休業のお知らせ

tomoiku
逗子トモイクフェスティバルON LINE  2021.3/1（月）～31（水）

ON LINE
2021 年のトモイクフェスティバルは、オンラインでの開催となりました。
● 団体 PR映像展 ～あなたの活動を見せてください～
● みんなで作る「逗子からのビデオレター」

募集期間　 2021 年 1 月 4 日（月）～ 2 月１４日（日）

動画で
参加してね

tomoiku ON LINE に参加したいけど、動画の作り方がわからない方向け講座

市民交流センターで動画の作り方講座を行います。スマートフォンとセンターの貸出備品で作ることができます。

スマートフォンで団体の自己紹介動画を作ってみよう。

【日 時】 2021年 2月 6日（土）13:00～15:00　【場 所】 逗子文化プラザ市民交流センター第2・3会議室
【料 金】 500円　【先 着】 30名　【講 師】 本藤太郎 氏　写真家 /アーティスト /逗子文化プラザ市民交流センター職員　

まちの先生オンライン講座公開中！

市民活動団体のためのzoom使い方講座（全2回）

第1 回 「ZOOMを理解する」　　　 2021年 1月22日 (金 ) 18:30-20:30
第2回 「ZOOMを操作してみる」　2021年 1月29日 (金 ) 18:30-20:30
【料 金】　2,500円（どちらか一方の参加も可能ですが、参加費は同額となります)
【講 師】　岡田 誠 氏 (認知症フレンドリージャパン･イニシアチブ 共同代表理事)
【申込み】https://peatix.com/event/1714586

団体内の会議や、主催するセミナーなどで活用できる ZOOM( ズーム )。オンライン会議の代表的なツールを、ご自宅の PC で
実際に操作しながら学びます。メール受信可能なインターネットにつながるパソコンが必要です。

第１弾は髙橋昭善さんの「海藻は海からの贈り物」です。
https://youtu.be/0SuvwJ604Ws

2021 年 1 月 20 日 （水） は定期点検のため休業になります。
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先行予約開始
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 休館日 3 月分抽選申込受付期間　 　 当選確定期間

休休 休

講

講

休

休 休

講休  プールのみ休業休  講座

〒249-0006 逗子市逗子 4-2-11

TEL 　046-872-3001
FAX　046-872-3003

・JR逗子駅より徒歩５分
・京急逗子・葉山駅より徒歩３分
・逗子文化プラザ駐車場、清水橋駐車場利用可能

https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

JR逗子駅

京急

逗子･葉山駅

東口

卍

逗子文化プラザ 市民交流センター

第1・第3火曜日 
祝日の場合は開館し
翌日に振替閉館

【年末年始】
12月29日～翌年1月3日

【平日・土曜日】
開 館       9：00～21：00
受付終了  20：00

【日曜日】
開 館       9：00～18：00
受付終了  17：00

開館時間

休館日

※地下温水プールの営業に
    関してはプール受付に
    お問合せください。

P
P

プール直通 ： 046-872-3004

休

　春の頃にはまだ、まさかここまで疫病が蔓延る事になるとは思ってもいませんでした。
ニュースアプリやSNSを眺めていると多くの人々がウィルスにより深刻なダメージを受けている事が分かります。
私が学生時代に通い詰めていたお店もこの秋に閉店してしまったらしく、それを知った時に改めて事態の深刻さに
思い至りました。

ウィルスは確実に街から記憶や文化を奪っています。

しかし、人間には記録をする能力があります。
我々は今まで何か大きな出来事があると、洞窟の壁に描いてみたり、石に刻んでみたり、紙に書いてみたり、写真に撮って
みたりして、その時々のメディアを使って少しでも時間的・空間的に遠くへ伝え、残そうと努めて来ました。
そうして語り継がれてきたものを〈文化〉と呼びます。

コロナ禍において中間支援組織には何が出来るだろうかと考えていた時に、そんな事を思い出しました。
そして交流センターのオンライン環境と映像機器を整備する事を思いつきました。

先ずは安定したオンライン会議やウェビナーが出来る様に第２会議室と第５会議室に有線LANを設置しました。
そして、よりクオリティの高い活動記録が作れる様にカメラや照明を貸し出し備品として導入しました。

今は集まらなくても繋がれます。
私たちはそんなコロナ禍の活動を全力でサポートしていきます。
一刻も早い収束と、来るべき文化の為に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川´ ゝ川

編集
後記


